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令和5年11月30日

192-0983

042-637-3111
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人片柳学園 昭和31年7月10日 千葉　茂 東京都大田区西蒲田5丁目23番22号
144-8650

03-3732-1111

日本工学院八王子専門学校 昭和62年3月27日 山野　大星 東京都八王子市片倉町1404番地1他

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 芸術専門課程
スポーツ健康学科

スポーツビジネスコース
平成25(2013)年度 - 平成27(2015)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的

スポーツイベントの企画・運営やスポーツグッズの販売､スポーツ施設やショップの経営・マネジメント、スポーツ観光、出版・メディアなどといった､スポーツビジネスのさ
まざまなシーンで活躍するスタッフやプロをめざします｡在学中からスポーツショップでの販売やスポーツイベントの企画を経験することで､スポーツの現場の臨場感と興
奮を実感しながら実践的に学習｡また、多彩なビジネスシーンで役に立つ資格の取得対策や、国際化に対応するための英語の授業も用意しています。ICTを軸にビジネ
ススキルや発想力といった専門力だけでなく、協調性や自立性といった人間力も身につけ、業界から必要とされる人材を育成することを目的としています。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

ビジネス能力検定
中退率：17％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

12
■地元就職者数 (F) 9
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　 80

75

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 15
■就職希望者数 (D)　　　　　： 15
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和５年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ゼビオ㈱、ABCMART、㈱シミズオクト、ミズノスポーツサービス、STEPJAPAN、Birth47、Fosbury

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.neec.ac.jp/department/sports/health/business/

80
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち必修授業時数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 120

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 120

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

120

うち必修授業時数 120

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2人の内数

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2人の内数

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5人の内数

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

5人の内数

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） １人の内数

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
特定非営利活動法人　私立
専門学校等評価研究機構

平成26年3月
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://www.neec.ac.jp/education/accredit
ation/
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種別

①

③

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
スポーツビジネス分野に関し、企業等と連携体制を確保してヒヤリングを実施し、実務に関する知識や必要とされる技術等を
調査し、授業科目等の開設などカリキュラムを年度ごとに見直す。そのため、学内外の実習設備や施設等を活用し、派遣され
た講師による年間を通じた定期的な指導や評価を受ける体制をとることが可能な企業等をスポーツ関連業界より選定してい
る。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、校長のもとに設置する会議の１つである。校長を委員長とし、学科責任者、学科から委嘱された業
界団体及び企業関係者から各３名以上を委員として構成する。
本委員会は、産学連携による学科カリキュラム、本学生に対する講義科目および演習、実習、インターンシップおよび学内ま
たは学外研修、進級・卒業審査等に関する事項、自己点検・評価に関する事項、その他、企業・業界団体等が必要とする教
育内容について審議する。審議の結果を踏まえ、校長、学科責任者、教育･学生支援部員で検討し次年度のカリキュラム編
成へ反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和5年4月1日現在

藤越衣料株式会社代表取締役
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

中山　哲郎 一般社団法人日本ツーリズム推進機構事務局長
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

小川　和彦

令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

島田　和茂 株式会社インターナショナルスポーツマーケティングセールスディレクター
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

山野　大星 日本工学院八王子専門学校　校長
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

倉重　明

三樹　春幸 日本工学院八王子専門学校　カレッジ長
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

伊藤　茂彦 日本工学院八王子専門学校　科長
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（1年）

日本工学院八王子専門学校
教育・学生支援部　部長

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（3月・8月）

（開催日時（実績））

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

第１回　令和4年09月13日　13:00～15:00
第２回　令和5年03月06日　13:00～15:00

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

スポーツビジネス分野で活躍できる人材教育として、PCスキル・動画作成・コミュニケーション能力を高める必要がある。イベ
ント実習を通じてそれらを「感じ・学び」、日々の授業に落とし込む。学科の価値・強みを時代の流れやニーズとともにブラッ
シュアップし、カリキュラム構成・指導に反映する。学生が一つでも強く興味を持てる分野を体験を軸にカリキュラムを作り、活
き活きとした明るく積極性のある人材を教育する。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等との打合せにより、企業等のニーズに沿った実習内容や評価方法を設定し、目標を明確にする。企業等からの派遣講
師による実践的な実習・演習を実施後、企業等の派遣講師による評価に基づき、教員が成績評価・単位認定を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

学内外の実習設備や施設等を活用し、派遣された講師による定期的な指導や評価を受ける体制をとることが可能な企業等を
スポーツ関連業界より選定している。1年次においては、「イベント企画・演習1」にて、動画編集やデザイン能力を身に付け、
SDGｓスポーツのプロギングやフットサル・セパタクローの大会開催を行う。大会に関しては協会関係者が関わり、オリエン
テーション・中間講評・プレゼンテーションに立ち会ってもらい、学生のプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力につい
ても指導する。企画終了後は、学生の学習評価を踏まえ、改善・工夫について連携企業と協議する。2年次においては、ス
ポーツビジネスの実践的な課題を実施する上で必要な基礎的な販売促進やマーケティング、地域連携、施設活用等に関する
応用知識を学び、学生自身が自主運営できるような課題設定を行っている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

イベント企画・演習１
イベント企画・提案を行うための基礎的な知識も身につけな
がら、地域スポーツやアウトドア実習等と関連させたレクリ
エーションアクティビティの企画・提案を行います。

株式会社ファイルフォックス八王子

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

講義と実習、演習の精度を高めるため、学科関連企業の協力のもと、企業等連携研修に関する規定における目的に沿い、学
科の内容や教員のスキルに合わせた最新の技術力と技能、人間力を修得する。また、学校全体の教員研修を実施すること
により、学生指導力の向上を図り、次年度へのカリキュラムや学科運営に反映させる。

授業に活かす「プロスポーツチームの企画-運営の実例」 連携企業等：

トヨタアルバルク東京株式会社

ビジネスオペレーション　セー

ルスグループ大野 晃

対象： スポーツ教員令和5年3月7日13:00－14:30

魅力ある授業・イベントの企画・運営について

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

スポーツ×IOT・ICT活用でのモチベーション戦略 連携企業等：

テクノジムジャパン株式会
社デジタルセールスマネー
ジャー　井下和弘

対象： スポーツ教員令和4年9月13日 9:30-11:00

デジタルトランスフォーメションがもたらす業態の変化



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

学生指導力向上 連携企業等：

株式会社ヒトスパイ
ス　代表取締役社長
野本知里

令和5年3月7日9:30－11：00 対象： スポーツ教員

令和4年9月15日 9：30－11：00 対象： スポーツ教員

Z世代の特徴と対応①

学生指導力向上 連携企業等：

株式会社ヒトスパイ
ス　代表取締役社長
野本知里

Z世代の特徴と対応②
（３）研修等の計画

スポーツ教員

①専攻分野における実務に関する研修等

カリキュラム・指導とスポーツの職業への発展① 連携企業等：

株式会社インターナショナルス

ポーツマーケティング　セール

スディレクター島田和茂

株式会社インターナショナルス

ポーツマーケティング　セール

スディレクター島田和茂

12月～3月を予定 対象： スポーツ教員

スポーツマーケティングの立場から現カリキュラム・指導を考える
②指導力の修得・向上のための研修等

学生指導・保護者サポートのための教員力向上 連携企業等：

株式会社ヒトスパイ
ス　代表 野本知里

7月～9月を予定 対象： スポーツ教員

近年の学生・保護者にあったコミュニケーションについて

学生指導・保護者サポートのための教員力向上 連携企業等：

株式会社ヒトスパイ
ス　代表 野本知里

12月～3月を予定 対象：

近年の学生・保護者にあったコミュニケーション・スキルについて

7月～9月を予定 対象： スポーツ教員

スポーツマーケティングの立場から現カリキュラム・指導を考える

カリキュラム・指導とスポーツの職業への発展② 連携企業等：



（８）財務
（９）法令等の遵守

（８）財務
（９）法令等の遵守

ガイドラインの評価項目
（１）教育理念・目標
（２）学校運営
（３）教育活動
（４）学修成果
（５）学生支援
（６）教育環境

（１）教育理念・目標
（２）学校運営
（３）教育活動
（４）学修成果
（５）学生支援
（６）教育環境

（７）学生の受入れ募集

（１０）社会貢献・地域貢献

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価委員会会議の中で本校の行った自己点検の評価について
評価委員からの主な意見は次のとおりで、それについての活用（対応）方法は以下のとおりとなります。

・コロナ禍における学校運営の困難な中、新たな取り組み、施設面、教学面等々を伺う中で驚愕するとともに敬意を表したいと思います。
殊に学生を第一義としての設備の拡充とこの時期に特に求められる学生のメンタルケアへの取り組みを評価したいと思います。また、教
育マネジメント部の様々な取り組みが更なるデータ資料となり学生支援、並びに教職員の方々の意欲の向上そして学園の更なる発展へ
のステップとなることを期待しています。
・課題解決に対し、年度ごとに十分な対策をたて、設備投資が実施出来ているということは、財政基盤が確りとしているからでこそと思い
ます。
・貴校の学生に対する思いには都度感心するばかりです。学生の為に取り組まれている新しい部門（教育マネジメント部）を立ち上げた事
により、現状に満足することなく、さらなる高みを目指されている事かと存じます。いろいろな分析にて貴校の状況（学生の考えや教職員
の満足度等）を可視化し、評価していくのだと思います。1年、2年にとどまらず、継続して実施して頂ければと思います。
・卒業後の進路になる企業として、学校の取り組みやどういった人材を育てようとしているかがわかるのは非常にありがたいです。在校生
だけでなく、OBの方々との繋がりも持てるようになると、更に連携も取れるかなと思いましたので、今後に期待しております。
・イケアとコラボされた図書館のリニューアルに驚きましたが、まだHPには掲載されていないようなのでもったいないなと思いました。
・一部に改善がなされると望ましい項目もありましたが、時間を要することと思いますので、継続した取り組みがなされるとよろしいかと思
います。全体的には学校運営がなされていると感じました。
・貴校が真摯に学生・教育に向き合い、常に改善を図っていく姿勢が感じられました。図書館の改修をはじめとする設備の充実化も学生
の学習意欲の向上に寄与すると思います。進学を志す学生が多いことが学びを楽しめる環境であることを証明していると思います。ま
た、教職員の自己評価で「仕事にやりがいを感じる」との回答が多いことは、教育に対する熱意を感じますし、良い社会人を生み出す原
動力になると思います。引き続き、地域とのつながりを重視するとともに、卒業生が在籍する企業とのつながりも強化していくことで、就職
率の向上と貴校のブランド力の向上を図っていただきたいと考えます。
・専門性を追求するカレッジ制を導入し、時代の求める真のスペシャリストを育成するために、目標や計画を実施している事が確認できま
した。また、社会人として必要な教養を身に着け、勤労と責任を重んずる、心身ともに健全なる技術者の育成を人材像として揚げ、取り組
んでおられる事も確認できました。コロナ禍の中、継続して安定した学生数が確保されている事も、強みであると感じました。今後とも、御
校から素晴らしい人材が地元八王子に貢献していただけることを、心より祈念いたします。

以上、学校関係者評価委員会において討議された内容を踏まえ、次の4点について検討し活用する。

1. 学生満足度の向上
　・学生を知る活動の継続、日本工学院の独自性を発揮して生活面・感情面を充実させる。
2. 教育の質保証と向上
　・教職員の資質向上、満足度向上
3. 就職支援
　就職満足度の向上、社会に貢献できる学生の育成サポート強化
4. コロナ禍における新しい時代に向けた「高専連携・地域貢献・地域連携」を模索していく。

（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
専修学校における学校評価ガイドラインに沿っておこなうことを基本とし、自己評価の評価結果について、学校外の関係者に
よる評価を行い、客観性や透明性を高める。
学校関係者評価委員会として卒業生や地域住民、高等学校教諭、専攻分野の関係団体の関係者等で学校関係者評価委員
会を設置し、当該専攻分野における関係団体においては、実務に関する知見を生かして、教育目標や教育環境等について
評価し、その評価結果を次年度の教育活動の改善の参考とし学校全体の専門性や指導力向上を図る。また、学校関係者へ
の理解促進や連携協力により学校評価による改善策などを通じ、学校運営の改善の参考とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
学校が設定する評価項目

（７）学生の受入れ募集



種別

学校関連

卒業生／企
業等委員

地域関連

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： URL:https://www.neec.ac.jp/public/
公表時期： 令和5年9月30日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
教育目標や教育活動の計画、実績等について、企業や学生とその保護者に対し、必要な情報を提供して十分な説明を行うこ
とにより、学校の指導方針や課題への対応方策等に関し、企業と教職員と学生や保護者との共通理解が深まり、学校が抱え
る課題・問題等に関する事項についても信頼関係を強めることにつながる。
また、私立学校の定めに基づき「財産目録」「貸借対照表」「収支計算書」「事業報告書」「監事による監査報告」の情報公開を
実施している。公開に関する事務は、法人経理部において取扱い、「学校法人片柳学園　財務情報に関する書類閲覧内規」
に基づいた運用を実施している。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
学校が設定する項目

（７）学生納付金・修学支援
（８）学校の財務
（９）学校評価
（１０）国際連携の状況
（１１）その他

ガイドラインの項目
（１）学校の概要、目標及び計画
（２）各学科等の教育
（３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育
（５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援

学校の現況、教育理念・目的・育成人材像、事業計画
目標の設定、教育方法・評価等、教員名簿
教員・教員組織
就職等進路、学外実習・インターンシップ等
施設・設備等
中途退学への対応、学生相談
学生生活、学納金

URL： URL:https://www.neec.ac.jp/public/
公表時期： 令和5年9月30日

財務基盤、資金収支計算書、事業活動収支計算書
学校評価、令和4年度の項目別の自己評価表

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

株式会社カオルデザイン
執行役員　企画戦略室　室長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

山本　哲志
株式会社フジ・メディア・テクノロジー
管理センター　総務部長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

今泉　裕人
一般社団法人コンサートプロモーターズ協会
事務局長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

才丸　大介

医療法人社団　健心会　みなみ野循環器病院
事務長

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

鈴木　浩之 株式会社田中建設　取締役　建築部長
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

池田　つぐみ NPO法人日本ストレッチング協会　理事
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

石川　仁嗣

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

森　健介

金子　英明
日本工学院八王子専門学校　校友会会長
（ｾﾝﾄﾗﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社）

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

細谷　幸男 八王子商工会議所　専務理事
令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

順天堂大学　非常勤講師
（元白梅学園高等学校副校長）

令和5年4月1日～
令和6年3月31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
https://www.neec.ac.jp/public/
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1 ○
ビジネススキ
ル１

社会人として求められるヒューマンスキルを身
につけます。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○ PC活用１
ビジネス実務上、必須となるWordの基本的な
使用方法とその応用について学びます。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

3 ○ ENGLISH １
英語の口語表現と会話方法を中心とした英語
運用能力の習得を行います。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○
ビジネスプレ
ゼンテーショ
ン１

自分を取り巻く諸事情を理解するため必要な
言語的、数学的思考法についての復習を行
い、社会人として求められるヒューマンスキル
の習得を目指します。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
スポーツビジ
ネスレビュー
１

スポーツビジネスに関する最近の事象を多角
的に捉え、実態や動向を明確にし、その意義・
本質などを見極め理解を深めます。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○
企業・業界研
究

変革を続けるスポーツ業界の中で、企業が求
める人材像の変化について学びます。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

7 ○ メディア１
スポーツとメディアの関係についてディスカッ
ションを中心に行い、基礎的なメディアリテラ
シーを習得します。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

8 ○
イベント企画・
演習１

イベント企画・提案を行うための基礎的な知識
も身につけながら、地域スポーツやアウトドア
実習等と関連させたレクリエーションアクティビ
ティの企画・提案を行います。

1・
前

120 8 ○ ○ ○ ○ ○

9 ○
販売士検定
対策講座

販売士検定資格の取得に向けた試験対策授
業を行います。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

10 ○
スポーツイベ
ント検定対策
講座

日本イベント産業振興協会が認定するスポー
ツイベント検定の資格取得を目標とし、より適
切で効果的なイベントを実施するために必要
な基礎知識について体系的に学びます。

1・
前

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 球技１

イベント企画・演習で導入する様々なスポーツ
種目を体験します。それぞれの種目の特性や
ルールを理解しながら、基礎技術からゲーム
まで体験をします。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

授業方法 場所 教員

授業科目等の概要

（芸術専門課程 スポーツ健康学科スポーツビジネスコース）
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12 ○
インターンシッ
プ1

ボランティア活動等に参加し、就職活動に有益
となる業界知識の取得や業務内容の体験を
行います。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

13 ○
レクリエーショ
ンスポーツ

スポーツ指導の現場でのレクリエーションの考
え方と、さまざまな場面での運動方法を学びま
す。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

14 ○ スイミングA
水泳の特性について理解し、レベル別に応じ
た的確な指導が行える能力を養います。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

15 ○
フィンワーク
実習

プールにて３点セット（マスク、フィン、スノーケ
ル）を使用し、フィンワーク（泳ぎ方、素潜り）技
術を養います。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

16 ○
ビジネススキ
ル２

社会人として求められるヒューマンスキルを身
につけます。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

17 ○ PC活用２
ビジネス実務上、必須となるExcelの基本的な
使用方法とその応用について学びます。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

18 ○ ENGLISH ２
英語の口語表現と会話方法を中心とした英語
運用能力の習得を行います。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

19 ○
ビジネスプレ
ゼンテーショ
ン２

自分を取り巻く諸事情を理解するため必要な
言語的、数学的思考法についての復習を行
い、社会人として求められるヒューマンスキル
の習得を目指します。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

20 ○
スポーツビジ
ネスレビュー
２

スポーツビジネスに関する最近の事象を多角
的に捉え、実態や動向を明確にし、その意義・
本質などを見極め理解を深めます。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

21 ○
スポーツ用品
論

スポーツ産業を構成する諸産業に分解し、特
にスポーツ用品の小売り業に焦点をあて、産
業構造、商品特性、流通のしくみについて解
説します。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

22 ○ データ分析

簡単な確率・統計手法を用いて収集データの
見方や分析の基本を学ぶとともに、その背後
にある社会や経済の諸現象などを把握・検証
するための術について学びます。

1・
後

30 2 ○ ○ ○
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23 ○ メディア２

メディア１で学んだメディアリテラシーを基盤
に、テレビ映像やスポーツ報道の内容分析を
行いながら、効果的な伝達方法について学び
ます。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

24 ○
イベント企画・
演習２

イベント企画・演習1の授業内で作成した計画
を実施します。イベント実施への発想から実施
運営までの一連の流れを経験しながら、参加
機会の提供の実践的ノウハウを身につけま
す。

1・
後

120 8 ○ ○ ○

25 ○ MOS対策
マイクロソフトオフィススペシャリスト（MOS）の
取得に向けた試験対策授業を行います。

1・
後

30 2 ○ ○ ○

26 ○ 球技２
各球技種目の特性やルールを理解しながら、
基礎技術からゲームまで指導を受けながら各
種目を体験します。

1・
後

30 1 ○ ○ ○

27 ○
スポーツ自由
研究Ａ

体育祭の実行委員経験をはじめ、スポーツに
関することをさまざまな角度から捉え、実態や
動向を明確にし、その意義・本質などを見極め
理解を深めます。

1・
通

30 1 ○ ○ ○ ○

28 ○
スポーツ自由
研究Ｂ

紅華祭実習参加をはじめ、スポーツに関する
ことをさまざまな角度から捉え、実態や動向を
明確にし、その意義・本質などを見極め理解を
深めます。

1・
通

30 1 ○ ○ ○ ○

29 ○
アウトドア実
習Ａ

オートキャンプ、カヌー、トレッキングなどのア
ウトドアライフの組立てについて、実習を通じ
て学びます。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

30 ○
キャンプイン
ストラクター実
習Ａ

総合的な自然体験である「キャンプ」の指導者
として、キャンプの楽しさを多くの人へ伝えられ
るようにキャンプの基礎を学習します。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

31 ○ マリン実習Ａ
レベルに応じたサーフィン・ボディボードの基
本技能を理解します。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

32 ○
初級ダイビン
グ実習

スクーバダイビング「オープンウォーター」資格
取得のために必要な知識技術について、講義
と海洋実習を通じて学びます。

1・
前

30 1 ○ ○ ○

33 ○ スキー実習Ａ
レベルに応じたスキーの基本技能を理解しま
す。レベル別バッチ検定を実施します。

1・
後

30 1 ○ ○ ○
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34 ○
スノーボード
実習Ａ

レベルに応じたスノーボードの基本技能を理
解します。レベル別バッチ検定を実施します。

1・
後

30 1 ○ ○ ○

35 ○
中級ダイビン
グ実習

スクーバダイビング「アドバンスダイバー」資格
取得のために必要な知識技術について、講義
と海洋実習を通じて学びます。

1・
後

30 1 ○ ○ ○

36 ○
キャリアアップ
セミナーA

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

1・
通

15 0 ○ ○ ○

37 ○
キャリアアップ
セミナーB

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

1・
通

30 1 ○ ○ ○

38 ○
キャリアアップ
セミナーC

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

1・
通

45 1 ○ ○ ○

39 ○
キャリアアップ
セミナーD

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

1・
通

60 2 ○ ○ ○

40 ○
短期海外研
修Ａ

海外において人体解剖、テーピング、コンディ
ショニングなどの実習を体験し、最新のトレー
ナー教育についての理解を深めます。

1・
前

60 2 ○ ○ ○

41 ○
MFCスタッフ
実習１

MFC（メディカルフィットネスセンター）スタッフと
してトレーニング指導、スポーツクラブ運営な
どの実務経験を積んでいきます。

1・
通

120 4 ○ ○ ○

42 ○
ビジネススキ
ル３

社会人として求められるヒューマンスキルを身
につけます。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

43 ○ PC活用３
ビジネス実務上、必須となるPowerPointの基
本的な使用方法とその応用について学びま
す。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

44 ○ ENGLISH ３

多種多様な英文の読解力を養うとともに、リー
ディング、ライティングを通して英語の文法事
項・語彙・慣用表現などの知識や運用能力を
強化・補充します。

2・
前

30 2 ○ ○ ○
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45 ○
スポーツビジ
ネスレビュー
３

スポーツビジネスに関する最近の事象を多角
的に捉え、実態や動向を明確にし、その意義・
本質などを見極め理解を深めます。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

46 ○
スポーツプロ
ジェクト企画・
演習１

キャンパス周辺に存在する地域資源に関する
情報を収集し、地の利を活用した健康増進に
繋がるアクティビティプログラムの設計を行い
ます。

2・
前

150 10 ○ ○ ○

47 ○
メディア活用
企画・演習

インタビュー調査方法を例として取り上げ、読
者や視聴者へのオーディエンス分析を行い、メ
ディアコンテンツの生産方法とその報道過程を
体験します。

2・
前

60 4 ○ ○ ○

48 ○
スポーツトレ
ンド研究

時代とともに生み出される新しいスポーツ種目
（例：SAP、eバイク、ライフキネティック、eス
ポーツなど）を取り上げながら、それらの種目
に含まれるアクティビティ要素や運動効果を研
究・体験しながら、これからのスポーツアクティ
ビティの動向や方向性について学習します。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

49 ○
簿記検定対
策講座１

簿記資格受験に求められる基礎知識を習得し
ます。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

50 ○
国内旅行業
務取扱管理
者講座

国内旅行業務取扱管理者資格の取得に向け
た集中講座を行います。

2・
前

30 2 ○ ○ ○

51 ○ 球技３
各球技種目の特性やルールを理解しながら、
基礎技術からゲームまで指導を受けながら各
種目を体験します。

2・
前

30 1 ○ ○ ○

52 ○
インターンシッ
プ２

ボランティア活動等に参加し、就職活動に有益
となる業界知識の取得や業務内容の体験を
行います。

2・
通

30 1 ○ ○ ○

53 ○ スイミングB
水泳の特性について理解し、レベル別に応じ
た的確な指導が行える能力を養います。

2・
前

30 1 ○ ○ ○

54 ○
ビジネススキ
ル４

社会人として求められるヒューマンスキルを身
につけます。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

55 ○ PC活用４

PC活用１～３で習得した知識と技術を応用し
て、ビジネスプレゼンテーションに向けた資料
作成と発表を行い、効果的なプレゼンテーショ
ン方法を学びます。

2・
後

30 2 ○ ○ ○
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56 ○ ENGLISH ４

多種多様な英文の読解力を養うとともに、リー
ディング、ライティングを通して英語の文法事
項・語彙・慣用表現などの知識や運用能力を
強化・補充します。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

57 ○
スポーツビジ
ネスレビュー
４

スポーツビジネスに関する最近の事象を多角
的に捉え、実態や動向を明確にし、その意義・
本質などを見極め理解を深めます。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

58 ○
スポーツ社会
学

健康増進、経済活性化、国際競技力の向上と
いった日本のスポーツ振興に関わる政策の方
向性や人権や公正といったスポーツに関わる
法律や指針について学びます。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

59 ○
映像・画像技
術演習

商品のプロモーションや顧客とのコミュニケー
ションに有効な画像技術（例：ホームページ作
成、パワーポイント作成、SNS、動画作成など）
の活用方法について学びます。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

60 ○
スポーツプロ
ジェクト企画・
演習２

キャンパス周辺に存在する地域資源に関する
情報を収集し、地の利を活用した健康増進に
繋がるアクティビティプログラムの設計を行い
ます。

2・
後

150 10 ○ ○ ○

61 ○
簿記検定対
策講座２

簿記検定３級資格受験に向けた専門的知識を
習得します。

2・
後

30 2 ○ ○ ○

62 ○ 球技４
各球技種目の特性やルールを理解しながら、
基礎技術からゲームまで指導を受けながら各
種目を体験します。

2・
後

30 1 ○ ○ ○

63 ○ 成果発表
卒業展示会に向けた成果発表のための資料
展示および発表準備を実施します。

2・
後

60 4 ○ ○ ○

64 ○ コーオプ実習 スポーツ関連企業での就業体験を行います。
2・
通

60 2 ○ ○ ○

65 ○
スポーツ自由
研究C

体育祭の実行委員経験をはじめ、スポーツに
関することをさまざまな角度から捉え、実態や
動向を明確にし、その意義・本質などを見極め
理解を深めます。

2・
通

30 1 ○ ○ ○ ○

66 ○
スポーツ自由
研究D

紅華祭実習参加をはじめ、スポーツに関する
ことをさまざまな角度から捉え、実態や動向を
明確にし、その意義・本質などを見極め理解を
深めます。

2・
通

30 1 ○ ○ ○ ○
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67 ○
アウトドア実
習Ｂ

オートキャンプ、カヌー、トレッキングなどのア
ウトドアライフの組立てについて、実習を通じ
て学びます。

2・
前

30 1 ○ ○ ○

68 ○
キャンプイン
ストラクター実
習Ｂ

総合的な自然体験である「キャンプ」の指導者
として、キャンプの楽しさを多くの人へ伝えられ
るようにキャンプの基礎を学習します。

2・
前

30 1 ○ ○ ○

69 ○ マリン実習Ｂ
レベルに応じたサーフィン・ボディボードの基
本技能を理解します。

2・
前

30 1 ○ ○ ○

70 ○ スキー実習Ｂ
レベルに応じたスキーの基本技能を理解しま
す。レベル別バッチテストを実施します。

2・
後

30 1 ○ ○ ○

71 ○
スノーボード
実習Ｂ

レベルに応じたスノーボードの基本技能を理
解します。レベル別バッチ検定を実施します。

2・
後

30 1 ○ ○ ○

72 ○
キャリアアップ
セミナーE

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

2・
通

15 0 ○ ○ ○

73 ○
キャリアアップ
セミナーF

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

2・
通

30 1 ○ ○ ○

74 ○
キャリアアップ
セミナーG

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

2・
通

45 1 ○ ○ ○

75 ○
キャリアアップ
セミナーH

キネシオテーピングやストレッチングトレー
ナーなどの短期講座を受講して、資格取得を
めざします。

2・
通

60 2 ○ ○ ○

76 ○
短期海外研
修Ｂ

海外において人体解剖、テーピング、コンディ
ショニングなどの実習を体験し、最新のトレー
ナー教育についての理解を深めます。

2・
前

60 2 ○ ○ ○

77 ○
MFCスタッフ
実習２

MFC（メディカルフィットネスセンター）スタッフと
してトレーニング指導、スポーツクラブ運営な
どの実務経験を積んでいきます。

2・
通

120 4 ○ ○ ○
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77

期

週１学期の授業期間 15

単位（単位時間）

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 科目
3120時間
156単位

卒業要件及び履修方法

卒業時に必修科目1440時間(92単位)および選択科目260時間(8単位)以上取
得し、合計1700時間(100単位)以上取得すること。

卒業要件：

履修方法：
1年次は必修690時間、選択科目160時間以上履修すること。
2年次は必修750時間、選択科目100時間以上履修すること。

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業期間等

１学年の学期区分 2
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